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全国学力・学習状況調査によって、教育及び教育施策の成果と課題を検証し、 

教育活動の質を高めるために有効なデータが得られるとともに、学校・家庭・ 

地域が一体となって児童生徒を育てるために、特に力を入れるべき点を明確に 

することができます。 

こうした考えから、平成２７年度全国学力・学習状況調査における津市立小 

   中学校の児童生徒の学力や学習状況の概要を、公表するとともに、指導改善に 

つなげるために、分析結果及び今後の改善方策などを掲載します。 
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◆ 調査の目的 
① 津市教育委員会、学校が、全国的な状況との関係において自らの教育及び教育施

策の成果と課題を把握し、その改善を図るとともに、教育に関する継続的な検証改

善サイクルを確立します。 

② 市内のすべての学校が、各児童生徒の学力や学習状況をより客観的に把握し、児

童生徒への教育指導や学習状況の改善等に役立てます。 

 

◆ 実施日 
 平成２７年４月２１日（火） 

 

◆ 調査対象 
① 小学校第６学年（津市：約 2,340人） 

② 中学校第３学年（津市：約 2,160人） 

特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査の対象となる教科（国語、算

数・数学、理科）について、該当学年の指導内容で学習している児童生徒は、原則

として調査の対象となります。 

 

◆ 調査内容 
① 教科に関する調査 

【主として「知識」に関する問題】＜国語Ａ、算数・数学Ａ、理科＞ 

身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活

において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技

能などを中心とした出題 

【主として「活用」に関する問題】＜国語Ｂ、算数・数学Ｂ、理科＞ 

 知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための

構想を立て実践し評価・改善する力などに関わる内容を中心とした出題 

※  理科については、主として「知識」に関する問題と主として「活用」に関する

問題を一体的に出題 

② 質問紙調査 

＜児童生徒に対する質問紙調査＞ 

調査する学年の児童生徒を対象にした学習意欲、学習方法、学習環境、生活の

諸側面等に関する質問紙調査（以下「児童生徒質問紙調査」） 

＜学校に対する質問紙調査＞ 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の 

整備の状況等に関する質問紙調査（以下「学校質問紙調査」） 
 

◆ 留意点 
調査により測定できるのは学力の特定の一部分であること、学校における教育活動

の一側面であることなどを踏まえるとともに、序列化や過度な競争が生じないように

するなど教育上の効果や影響等に十分配慮します。 

１ 平成 27年度全国学力・学習状況調査の概要 
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⑴ 教科に関する調査の結果 

 
 

 

 

 

 

 

 

＜参考：平成２６年度＞ 

津市と全国の差 0.9 ▲2.2 0.3 ▲0.5 ※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考：平成２６年度＞ 

津市と全国の差 ▲0.7 ▲1.1 0.7 ▲1.0 ※ 

 

 

※ 理科については、３年に一度の調査のため、平成２６年度調査は実施されませんでした。 

 

 

 

 

 国語Ａ（知識） 国語Ｂ（活用） 算数Ａ（知識） 算数Ｂ（活用） 理科 

全国 70.0 65.4 75.2 45.0 60.8 

三重県 68.0 65.3 74.8 44.1 59.2 

津市 70.0 66.7 75.0 46.0 59.7 

津市と全国の差 ±0.0 1.3 ▲0.2 1.0 ▲1.1 

 国語Ａ（知識） 国語Ｂ（活用） 数学Ａ（知識） 数学Ｂ（活用） 理科 

全国 75.8 65.8 64.4 41.6 53.0 

三重県 75.0 64.3 64.3 40.6 51.9 

津市 75.8 65.4 64.5 41.3 53.2 

津市と全国の差 ±0.0 ▲0.4 0.1 ▲0.3 0.2 

２ 津市の結果について 

２ 
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⑶ 領域別の平均正答率と全国平均正答率の差の経年変化 
【小学校 国語Ａ】               【中学校 国語Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校 国語Ｂ】               【中学校 国語Ｂ】 
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【小学校 算数Ａ】               【中学校 数学Ａ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【小学校 算数Ｂ】               【中学校 数学Ｂ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校 理科】                【中学校 理科】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【小学校 理科 観点別】            【中学校 理科 観点別】 
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70.0  

52.9  

87.1  

52.6  

77.7  

30.0  

40.0  

50.0  

60.0  

70.0  

80.0  

90.0  

100.0  

 全体 話す・聞く 書く 読む 言語文化 

津市 全国 

津市 三重県 全国 全国との差

14 70.0 68.0 70.0 0

話すこと・聞くこと 1 52.9 51.7 53.0 ▲0.1

書くこと 1 87.1 85.9 86.0 1.1

読むこと 4 52.6 51.9 55.2 ▲2.6

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 9 77.7 75.2 77.2 0.5

国語への関心・意欲・態度 0
話す・聞く能力 1 52.9 51.7 53.0 ▲0.1

書く能力 1 87.1 85.9 86.0 1.1

読む能力 4 52.6 51.9 55.2 ▲2.6

言語についての知識・理解・技能 9 77.7 75.2 77.2 0.5

選択式 7 64.7 64.3 66.4 ▲1.7

短答式 7 75.4 71.8 73.7 1.7

記述式 0

平均正答率(％)

問題形式

評価の観点

　全体

学習指導要領の領域等

分類 区分 設問数

※正答…「読書という」 

 
 

 領域ごとの調査結果については、平均正

答率の高い順に「書くこと」が 87.1％、「伝

統的な言語文化と国語の特質に関する事

項」が 77.7％、「話すこと・聞くこと」が

52.9％、「読むこと」が 52.6％でした。 

 

  

聞き手がどのように聞き方を工夫して

いるかを選ぶ問題の正答率は、昨年度の類似問題より 7 ポイント低い 52.9％でした。相手

の話を聞く際、話し手の意図を明確にしたり自分の考えと比べたりするなど、聞き方を工

夫することに課題があります。 

 

 

具体的な事例を挙げて説明す 

る文章を書く問題の正答率は、 

87.1％であり、具体的な事例を 

挙げる良さの理解ができています。 

                 

             

作品募集の案内の中から 

必要な情報を読み取る問題 

の正答率は、69.6％でした。 

これに対し、新聞のコラ 

ムを読んで、コラムの中で 

筆者が引用している言葉を 

書き抜く問題の正答率は、 

19.0％にとどまり、特に大 

３ 各教科における調査結果について 

●小学校国語 Ａ「主として知識に関する問題」の調査結果 

話すこと・聞くこと 問題 ３ 

書くこと 問題 ４ 

読むこと 問題 ５，６，７ 

【課題となっている問題】 

(%) 

５ 



目目的的やや意意図図にに応応じじてて新新聞聞をを書書くく 問題 １ 

目的や意図に応

じて新聞を書く 

 目的に応じ，文

章と図を関係付

けて読む 

 相手や目的に応

じて読み聞かせ

をする 

津市 61.2  72.6  63.1  

全国 60.0  70.4  63.5  

61.2  

72.6  

63.1  

50.0  

60.0  

70.0  

80.0  
国語Ｂ 

津市 三重県 全国 全国との差

　            全体 9 66.7 65.3 65.4 1.3

学習指導要領の領域等 話すこと・聞くこと 0
書くこと 6 62.9 60.7 61.1 1.8
読むこと 6 69.4 68.4 68.1 1.3
伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 0

評価の観点 国語への関心・意欲・態度 4 57.6 55.8 55.4 2.2
話す・聞く能力 0 0.0
書く能力 6 62.9 60.7 61.1 1.8
読む能力 6 69.4 68.4 68.1 1.3
言語についての知識・理解・技能 0

問題形式 選択式 3 69.1 67.5 68.6 0.5
短答式 2 81.3 80.8 80.8 0.5
記述式 4 57.6 55.8 55.4 2.2

平均正答率(％)
分類 区分 設問数

きな課題があります。 

また、昨年度の類似問題の正答率は、29％で、筆者の意図や思考を想定しながら文章全

体の構成や表現の工夫を捉えることに引き続き課題があります。 

 

                        

  漢字の読み書きでは、「読み」が 96.5％、「書き」が 73.1％の正答率でした。漢字の「読

み」はできていますが、「書き」については、他の漢字に比べ、「浴」という漢字を正しく

書くことができていませんでした。 

また、文中における主語を捉えたり、主語・述語の関係を捉えたりする問題は、60.7％

の正答率にとどまり、特に、文の中における主語をとらえることに課題があります。 

 

 

 

大問ごとの正答率は、「目的や意図に

応じて新聞を書く」は 61.2％、「 目的

に応じ、文章と図を関係付けて読む」

は 72.6％、「 相手や目的に応じて読み

聞かせをする」が 63.1％でした。 

 

 

                        

 

 

「新聞の割り付けとして適切なものを選択する」問題は 75.5％、「見出しの表現の工夫

についての説明として適切なものを選択する」問題は 71.8％の正答率でした。また、記事

の中に参加者の声を取り上げて書く場面で、「インタビューの内容（話した内容と表情や声

の調子）を条件に合わせてまとめて書く」問題の正答率は 36.4％でした。 

平成 25 年度の類似問題の正答率は、25.6％であり、目的や意図に応じ取材した内容を整

理しながら記事を書くことに引き続き課題があります。 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 問題 １，２ 

●小学校国語 Ｂ「主として活用に関する問題」の調査結果 

(%) 

６ 



0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0  

エ 

ウ 

イ 

ア 

国語Ａ 

国語Ｂ 

ア 当てはまる(36%) イ どちらかといえば当てはまる

(37%)  ウ どちらかといえば当てはまらない(21%)  

エ 当てはまらない(6%) 

※正答…紙面の関係で省略します。                                          

                 

                                                                      

文中に入る言葉の意味として適切な内容を書き抜

く問題の正答率は 81.3％、文章の要旨をまとめて書く

問題の正答率は 80.2％であり、中心となる語や文を捉

えたり、文章の要旨をとらえたりすることは概ねでき

ています。 

一方、楽器の分担を決める過程を説明するために、

分担図について読み取った内容と、文章の中で必要と

なる内容を合わせて書く問題では、47.5％の正答率で

あり、文章と図とを関連付けて、自分の考えを書くこ

とに課題があります。 

 

 

登場人物の行動に着目して、とんち話の一部を二つの場面に分ける問題は、59.9％の正

答率であり、登場人物の行動を基にして、場面の移り変わりを捉えることに課題がありま

す。 

また、登場人物の気持ちの変化を想像しながら声に出して読むときの工夫とその理由を

書く問題は、66.2％の正答率であり、登場人物の気持ちの変化を想像しながら音読するこ

とに課題があります。 

 

 

 

「国語の授業の内容はよく分かる」と回

答した児童は昨年度よりも６ポイント上

回る 42％で全国平均と比べて 4 ポイント

上回っています。 

 「意見などを発表するとき、うまく伝わ

るように話の組み立てを工夫している」、

「自分の考えを書くとき、考えの理由が分

かるように気を付けて書いている」「目的

に応じて資料を読み、自分の考えを話した

り、書いている」と答えている児童の方が

平均正答率が高く、示された文章を読んで

理解するだけでなく、知識や経験と関連付

けながら、筋道を立てて話したり書いたりする力が定着していると言えます。また、いず

れの項目も平成 26 年度より 3～5 ポイント上昇しており、全国平均より 4 ポイント上回り

ました。各学校における、言語活動の充実ときめ細やかな指導の成果であると考えられま

す。 

相相手手やや目目的的にに応応じじてて読読みみ聞聞かかせせををすするる  問題 ３                           

目目的的にに応応じじ，，文文章章とと図図をを関関係係付付けけてて読読むむ  問題 ２ 

【課題となっている問題】 

●小学校国語 「児童質問紙」から見える国語の学習について 

 自分の考えを書くとき、考えの理由が 

分かるように気をつけて書いている 

平均正答率(%) 

７ 



 

 

 

 

 

➣目的に応じて適切に引用する 

「引用」とは、本や文章の一節や文、語句などを引いてくることであり、実生活で生き

て働く国語の能力として、適切に引用することができるようになることは大切です。この

ため、かぎ（「 」）で括ることなど引用の仕方を指導するとともに、引用したことについ

て「自分の考えを補説したい」、「説得力を高めたり、具体例を挙げて読み手を納得させた

りしたい」などの目的意識をもたせることを指導することが必要です。 

児童が引用する目的意識や必要性を十分にもてる言語活動を位置付け、課題解決の過程

において指導することが必要です。 

 

➣文の中における主語と述語、修飾と被修飾との関係などに注意する 

主語と述語との対象関係については、文章を理解したり表現したりするときに強く意識

できるように指導するとともに、修飾と被修飾との関係を明確にし、「誰が」、「いつ」、「ど

こで」、「どのように」、「なぜ」などの文の構成について理解できるように指導することが

必要です。 

 

 

 

➣目的や意図に応じ取材した複数の内容を整理して記事を書く 

インタビューの際、取材した相手の内容や相手から受ける印象、自分が感じたこと、考

えたことなどについてメモを取るようにします。そして、そのメモを見直し、インタビュ

ーした相手の話した言葉や様子などを取り上げて記事を書く指導が考えられます。相手が

繰り返し話している内容や相手の印象的な様子に着目させます。相手の話した言葉や相手

の様子などを書き加えることで、参加者の気持ちをより的確に伝えることにつながるとい

うことを指導します。 

 

➣文章と図やグラフなどと関連付けて、自分の考えをまとめる 

文と図とを関連付けて自分の考えを書くためには、文章と図表、グラフなどを複合した

り、関係づけたりした題材を取り上げ、内容や数値などの情報を正確にとらえるとともに、

それらを関連付けながら内容や情報の妥当性を吟味する言語活動を充実させることが必要

です。 

 

 

 

 

●小学校国語 学習指導改善のポイント 

主に知識に関する調査結果から 

主に活用に関する調査結果から 

８ 



量と測定 問題 ３，４ 

【 課題となっている問題例 】 
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 全体 数と計算 量と測定 図形 数量関係 

津市 全国 

※正答…210° 

※多かった誤答…150°（約 35％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

領域ごとの調査結果については、「数

と計算」が 80.6％、「量と測定」が 67.8％、

「図形」が 66.6％、「数量関係」が 83.1％

の正答率でした。 

 

 

繰り上がりのある２位数の加法の計

算の正答率は、98.5％でした。また、加

法における計算の確かめの方法、異分母

の分数の減法の計算、除数が整数の分数の除法の計算の正答率は、80％以上であり、計算

能力の定着が見られます。 

しかし、小数の減法で計算結果をおよその大きさでとらえる問題の正答率が 73.2％、単

位となる小数の幾つ分で小数を表す問題の正答率が 72.6％、末尾の位が不揃いの小数の減

法の計算問題の正答率が 71.9％でした。これらの結果から、小数の減法の差の概算や末尾

の揃っていない小数の減法や小数の大きさの表し方の理解に課題があります。                                             

  

  

日常生活で必要となる時刻を求める計算の正答率は、74.2 ％でした。180°より大きい角

を２直角・３直角を基に捉える問題の正答率は、76.1 ％でした。 

     しかし、分度器を用いて 180°より大きい角の

大きさを求める問題では、53.0％の正答率であ

り、具体的に分度器の目盛りをよみ、180°より

大きい角の大きさを求めることに課題があり

ます。 

 

 

 

●小学校算数 Ａ「主として知識に関する問題」の調査結果 

津市 三重県 全国 全国との差

16 75.0 74.8 75.2 ▲0.2

学習指導要領の領域 数と計算 7 80.6 80.6 80.1 0.5

量と測定 3 67.8 69.6 71.3 ▲3.5

図形 4 66.6 63.6 64.5 2.1

数量関係 2 83.1 84.3 84.9 ▲1.8

評価の観点 算数への関心・意欲・態度 0 0.0

数学的な考え方 0 0.0

数量や図形についての技能 7 76.6 76.7 77.2 ▲0.6

数量や図形についての知識・理解 9 73.8 73.2 73.6 0.2

問題形式 選択式 5 70.1 70.1 70.5 ▲0.4

短答式 11 77.2 76.9 77.3 ▲0.１

記述式 0

分類 区分 設問数

　全体

平均正答率(％)

数と計算 問題 １，２ 

(%) 

９ 



図形 問題 ５，６ 

事象の数

学的解釈

と根拠の

説明 

場面の読

み取りと

処理・判

断 

図形の性

質に基づ

いた日常

事象の解

釈と説明 

見積りの

仕方と結

果の判断 

図形の観

察と根拠

の説明 

津市 62.5  42.4  42.5  45.7  30.9  

全国 59.2  43.0  40.8  45.6  30.2  

62.5  

42.4  42.5  
45.7  

30.9  

20.0  

30.0  

40.0  

50.0  

60.0  

70.0  
算数Ｂ 

 

示された見取図の情報から、展開図に必要な面の大きさを読み取る問題では、78.5％の

正答率でした。円の性質から三角形の等辺を捉え、二等辺三角形の性質から底角の大きさ

を求める問題では、67.8％の正答率でした。 

しかし、示された三角形が二等辺三角形になる根拠となる円の性質を選択する問題では、

51.8％の正答率であり、２つの状況を正しく認識し、互いを関連付けて判断し結論づける

ことに課題があります。 

                   

                   

グラフの特徴を理解し、それらの表現から様々な事柄を読み取ることのできる問題では、

81.3％の正答率で、昨年度のグラフに表されている事柄を読み取る問題を約 20 ポイント上

回る結果でした。また、式で表現された数量の関係を図と関連付けて考える問題では、

84.9％の正答率でした。 

このことから、目的をもって資料を収集・分類・整理して事柄を表現したり、的確に読

み取ったりする力や数量関係を式に表したり、式に表されたことを図と関連付けて読み取

ったりする力の定着が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  大問ごとの調査結果については、

「事象の数学的解釈と根拠の説明」が

62.5％、「場面の読み取りと処理・判

断」が 42.4％、「図形の性質に基づい

た日常事象の解釈と説明」が 42.5％、

「見積りの仕方と結果の判断」が

45.7％、「図形の観察と根拠の説明」

が 30.9％の正答率でした。 

数量関係 問題 ７，８ 

●小学校算数 Ｂ「主として知識に関する問題」の調査結果 

津市 三重県 全国 全国との差

　全体 13 46.0 44.1 45.0 1.0

学習指導要領の領域 数と計算 4 43.3 41.3 42.4 0.9

量と測定 3 43.2 41.4 41.7 1.5

図形 7 47.8 45.0 45.6 2.2

数量関係 3 42.4 41.8 43.0 ▲0.6

評価の観点 算数への関心・意欲・態度 0 0

数学的な考え方 9 35.2 33.9 35.3 ▲0.1

数量や図形についての技能 2 60.5 58.2 58.7 1.8

数量や図形についての知識・理解 2 80.4 75.6 74.9 5.5

問題形式 選択式 3 74.4 70.5 70.6 3.8

短答式 5 43.1 41.5 42.2 0.9

記述式 5 32.0 30.7 32.5 ▲0.5

分類 区分 設問数
平均正答率(％)

(%) 

10 



図形の観察と根拠の説明 問題 ５ 

※正答例…480÷120×100 400mL 

※多かった誤答…480×0.8 384mL 

（約 35％） 

 

平行四辺形の性質から、平行四辺形を構成できる辺の組み合わせを選ぶ問題では、96.1％

の正答率でした。作図に用いられている平行四辺形の特徴を選ぶ問題では、64.7％の正答

率でした。しかし、示された二組の道のりが等しくなる根拠として、その図形の性質を記

述する問題では、26.8％の正答率であり、日常生活の事象から図形を見いだすとともに、

図形の約束や性質を用いて説明する活動が必要です。 

 

 

単位量あたりの大きさを用い、目的に応

じた買い物の仕方を選択して代金を求める

問題では、67.8％の正答率でした。 

しかし、示された割り引き後の値段の求

め方の中から、誤りを指摘して正しい求め

方と答えを記述する問題では、49.0％の正

答率であり、示された情報から基準量を求

める場面と捉え、比較量と割合から基準量

を求める問題では、10.3％の正答率でした。 

このことから、単位量当たりの大きさを

用いて日常生活の事象を合理的に判断・処

理することや基準量・比較量・割合の関係 

を把握して比較量と割合を基に基準量を求

めることに課題があります。 

 

 

正三角形の性質を基に、示された周の長さから辺の長さが等しくなる位置を求める問題

では、36.0％の正答率であり、合同な三角形の性質を基に、角が 30°になる理由を記述す

る問題では、49.0％の正答率でした。これらの結果から、目的に応じて図形の特徴や性質

を選択し、事象の判断に活用することや事柄が成り立つことの根拠を図形の性質を基に考

え、説明することに課題があります。                           

 

 

四捨五入して千の位までのおよその数にして計算する問題では、53.1％の正答率であり、

切り上げた場合の見積りの結果を基に目標に達しているかについて判断する問題では、

62.4％の正答率でした。しかし、概数を用いた見積りの結果とそれに基づく判断を理解し、

3,000 個集めればよい理由を記述する問題では、21.7％の正答率で、目的に応じて見積り

方を選択し、その結果を用いて判断し説明することに課題があります。 

 

 

 示された図において、分割された二つの図形が等しくなるわけを書く問題では、48.3％

の正答率であり、示された図形の色がついた部分の面積を求める問題では、13.4％の正答

率でした。これらの結果から、長方形の面積を２等分する考えの構造を理解し、面積が等

しくなる理由を記述することや、条件を変更した場面で発展的に考察することに課題があ

ります。 

【 課題となっている問題 】 
場面の読み取りと処理・判断 問題 ２ 

事象の数学的解釈と根拠の説明 問題 １ 

図形の性質に基づいた日常事象の解釈と説明 問題 ３ 

見積りの仕方と結果の判断 問題 ４ 

11 



0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0  
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算数Ｂ 

ア 当てはまる(4%) イ どちらかといえば当てはま

る(13%) ウ どちらかといえば当てはまらない(27%) 

エ 当てはまらない(56%) 

 

 

 「問題を解くとき、最も簡単な解き方を考

える」、「解き方や考え方が分かるようにノ

ートに書いている」「公式や決まりを習うと

き、そのわけを理解するようにしている」

と答えている児童の方が平均正答率が高く、

合理的な判断と能率的な処理等の数学的思

考が定着していると言えます。しかしなが

ら、その割合は、全体の 17％ほどであり、

多数の児童に数学的な思考のプロセスを整

理したり、事象を理想化・単純化するなど

の数学的な学習習慣が定着しておらず、指 

導の改善が必要です。 

 

 

 

 

➣直角を基にして角の大きさの見当を付けることができるようにする 

「量と測定」の角の大きさを答える問題では、直角を基にして角の大きさの見当を付け

ることができるようにします。具体的な指導に当たっては、分度器を用いて様々な大きさ

の角を測定する前に、直角を基にして角の大きさの見当を付けるようにします。その際に、

角の大きさが２直角、３直角よりも大きい場合についても見当を付ける場を設定します。

そして、測定しようとしている角がどの角であるのかを意識しながら、２直角、３直角、

４直角を基にして角の大きさの見当をつけながら、求めていくことを大切に指導します。 

 

 

➣示された情報から基準量と比較量、割合の関係を正しく捉え、基準量を正しく求める

ことができるようにする 

「数量関係」の場面の読み取りと処理・判断の問題では、示された情報から基準量と比

較量、割合の関係を正しく捉え、基準量を正しく求めることができるようにします。具体

的な指導に当たっては、比較量を求める場面の考え方（比較量＝基準量×割合）を基にし

て、数量の関係を把握できるようにしていきます。本設問を例にあげると、増量前の量（基

準量）を□として、20％増量した後の量が 480mL

であることを下図のような数直線に表すことが考

えらます。図や数直線に表すことなどを通して、

「比較量である増量後の量は、基準量となる増量

前の量の 120％に当たる。」、「□の 1.2 倍が 480 だ

から、式は、□×1.2＝480 になる。」というよう

に数量の関係を整理して捉えた上で、基準量を求

めることができるように指導します。 

●小学校算数 学習指導改善のポイント 

主に知識に関する調査結果から 

主に活用に関する調査結果から 

●小学校算数 「児童質問紙」から見える算数の学習について 

解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか。 

平均正答率(%) 

12 
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区分ごとの調査結果については、平均正答

率の高い順に「エネルギー」が 66.1％、「生命」

61.1％の正答率であったのに対して、「地球」

が 56.1％、「物質」が 54.1％でした。 

 

               

振り子が１往復する時間を変える要因を調

べるため適切に条件を変えた振り子を選ぶ問

題の正答率は、78.1%であり、振り子時計の

調整の仕方を調べるための実験について条件を制御しながら構想することができています。 

                                                 

 

メダカの雌雄を見分けるための観察する部分を選ぶ問題は、80.8％の正答率であり、メ

ダカの雌雄を見分ける方法の理解の定着がみられました。 

しかし、顕微鏡の適切な操作方法を学ぶ問題の正答率は、38.6％であり、顕微鏡の適切

な操作技能に関する知識の定着に課題がみられました。 

また、インゲンマメとヒマワリの成長の様子や日光の当たり方から、適した栽培場所を

選び、選んだわけを書く問題の正答率は、39.5％であり、２つの要因を整理し、互いの関

係性を基に判断することに課題があります。  

 

 

水蒸気の状態の説明としてあてはまるものを選ぶ問題は、81.7%の正答率であり、水蒸

気は水が気体になったものであることの理解の定着が見られます。 

しかし、メスシリンダーで一定の水をはかり取る適切な扱い方を選ぶ問題の正答率は、

48.0％であり、メスシリンダーで一定量の水をはかり取る操作技能に関する知識の定着に

課題があります。 

また、水の温度と砂糖が水に溶ける量との関係のグラフから水の温度が下がったとき 

物質 問題 ３ 

エネルギー 問題 １ 

●小学校理科 「知識及び活用に関する問題」の調査結果 

(%) 
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津市 三重県 全国 全国との差

　全体 24 59.7 59.2 60.8 ▲1.0

枠組み 主として「知識」に関する問題 9 59.5 59.2 61.3 ▲1.8

主として「活用」に関する問題 15 59.9 59.3 60.5 ▲0.6

学習指導要領の区分等 Ａ区分  （物質） 物質 7 54.1 54.2 57.4 ▲3.3

　　　　（エネルギー） エネルギー 6 66.1 65.2 65.6 0.5

Ｂ区分　（生命） 生命 6 61.1 60.7 61.2 ▲0.1

　　　　（地球） 地球 7 56.1 55.6 57.8 ▲1.7

評価の観点 自然事象への関心・意欲・態度 0

科学的な思考・表現 15 59.9 59.3 60.5 ▲0.6

観察・実験の技能 5 52.4 52.3 55.5 ▲3.1

自然事象についての知識・理解 4 68.4 67.7 68.6 ▲0.1

問題形式 選択式 18 62.8 62.0 62.9 ▲0.1

短答式 3 57.4 58.2 63.6 ▲6.2

記述式 3 43.7 43.7 45.3 ▲1.5

設問数
平均正答率(％)

分類 区分



ア 当てはまる(36%)  イ どちらかといえば当てはま

る(36%) ウ どちらかといえば当てはまらない(21%)  

エ 当てはまらない(7%) 

0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0  

エ 

ウ 

イ 

ア 

理科の授業で、自分の予想をもとに観察や実

験の計画を立てていますか 

【課題となっている問題】 

に出てくる砂糖の量を選び、選んだわけを書

く問題の正答率は、29.7%であり、温度の変

化に伴って変わる析出する量について、グラ

フを基に考察して分析することに課題があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地面に水をまいたときの地面の様子と温度変化について、実験結果から言えることを選

ぶ問題は、83.3%の正答率であり、打ち水の効果について、グラフを基に地面の様子と気温

の変化を関係付けながら考察して分析することの定着がみられました。 

しかし、方位についての情報から、観察している方位を選ぶ問題の正答率は、37.5％で

あり、方位を判断するために、観察した事実と関係付けながら情報を考察して分析するこ

とに課題があります。 

 

 

  

 「理科の勉強は、好きですか」の質問に

対して「当てはまる」と回答した児童は

50.1％で、全国平均より 5 ポイント下回っ

ています。 

また、「理科の授業で、自分の予想をもと

に観察や実験の計画を立てていますか」と

いう質問に対して「当てはまる」と回答し

た児童は 36％で、全国平均と比べ 4 ポイン

ト下回っており、結果を見通して実験を構

想したり、実験結果を基に自分の考えを改

善したりする指導が必要です。 

●小学校理科 「児童質問紙」から見える理科の学習について 

地球 問題 ４ 

※正答例…２ 

  ５℃まで冷やすと 185gまでし

かとけず、とけきれなくなって出

てくるのは、50℃と 5℃のときの

とける量の差だから。 

平均正答率(%) 
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➣変化とその要因とを関係付けて考えることができるようにする 

析出する砂糖の量について、グラフを基に考察して分析するためには、水に溶ける量の

変化とその要因となる温度とを関係付けて考えることが大切です。そのためには、例えば、

水に溶けている砂糖の量を電子てんびんなどを用いて可視化し、析出する場合を含めて水

の温度に伴って溶けている砂糖の量の変化をおおむね捉えるように指導し、児童が実感を

伴って理解する必要があります。 

変化の様子を分析したり、変化の要因とを関連付けて考えるためには、変化の要因が「何

か」を明確にする実験を通して、予想や考察を具体的な数値と結び付けながら考えるよう

に指導する必要があります。 

 

➣器具の操作の意味を捉え、適切な扱い方を理解する指導の充実 

メスシリンダーで一定量の水をはかり取る適切な扱い方を身に付けるためには、器具の

操作手順の理解だけでなく、操作の意味を捉えることが大切です。 

対象や目的に応じて観察や実験器具を適切に操作するためには、各部位の役割や操作方

法を理解し、対象や目的に応じて操作できる技術を習得する必要があります。例えば、操

作については、指導者がモニターなどを通して演示し、操作方法を確認する学習活動を行

った後、可能な限り観察器具を増やすなどして、観察する機会を十分に確保することが必

要です。 

 

➣事実と解釈したことを示して判断の根拠や理由を説明する指導の充実 

考察したことや判断した理由を説明する際には、観察、実験の結果を基に事実と解釈の

両方を示す必要があることを理解することが大切です。 

そのためには、表現したことを振り返り、事実の捉えは適切か、解釈した内容は問題と

正対しているかなどを確認させると同時に、事実と解釈の両方を表現することがより的確

な説明になることを捉えられるように指導する必要があります。 

 

➣学習を通して獲得した知識を実際の自然や日常生活に当てはめて考える活動の充実 

植物の適した栽培場所を判断する場合において、植物の成長の様子と日光の当たり方を

適用して考察するには、それまでの学習を通して獲得した知識を実際の自然や日常生活の

事物・現象に当てはめて考えることが大切です。 

日頃から身の回りで見られる自然や日常生活の事物・現象について、これまでに学習し

た内容を適用して考えるよう指導する必要があります。 

 

➣方位を捉えながら月や星を観察する指導の充実 

月や星の見える方位を判断するためには、日頃から生活している場所での方位を感覚的

に捉えておき、観察時には方位磁針を用いて方位を正確に調べた上で観察する指導が必要

です。  

●小学校理科 学習指導改善のポイント 

知識に関する調査と活用に関する調査結果から 
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津市 三重県 全国 全国との差

全体 33 75.8 75.0 75.8 0

学習指導要領の領域等 話すこと・聞くこと 4 79.4 78.8 79.7 ▲0.3

書くこと 5 73.2 71.9 73.6 ▲0.4

読むこと 5 87.2 85.8 86.1 1.1

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 19 72.8 72.2 72.9 ▲0.1

評価の観点 国語への関心・意欲・態度 0

話す・聞く能力 4 79.4 78.8 79.7 ▲0.3

書く能力 5 73.2 71.9 73.6 ▲0.4

読む能力 5 87.2 85.8 86.1 1.1

言語についての知識・理解・技能 19 72.8 72.2 72.9 ▲0.1

問題形式 選択式 23 75.9 74.7 75.5 0.4

短答式 10 75.8 75.9 76.7 ▲0.9

記述式 0

平均正答率(％)
分類 区分 設問数

話すこと・聞くこと 問題 １，８ 

65.0  

70.0  

75.0  

80.0  

85.0  

90.0  

全体 話す・聞く 書く 読む 言語文化 

津市 全国 

 

 

 領域ごとの調査結果については、平均

正答率の高い順に「読むこと」が 87.2％、

「話すこと・聞くこと」が 79.4％、「書く

こと」が 73.2％、「言語事項」は 72.8％

の正答率でした。 

 スピーチの途中で聞き手の反応を見て、

とった対応として適切なものを選ぶ問題

では、93.2％の正答率でした。聞き手の反応を踏まえて話すことを理解していると考えら

れます。 

一方、同じスピーチの場面で、「成否」という言葉を聞いて分かりやすい表現に直す問題

の正答率は 65.6％でした。聞き手を意識し、分かりやすい語句を選択して話すことに課題

があります。「話すこと・聞くこと」に関する問題は 79.2％の正答率で、平成 26 年度に比

べて 9 ポイント程上回り、各学校における言語活動の充実の成果が見られました。 

 

 

意見文の下書きについて交流し推敲する場面で、意見を支える根拠が明確になるように

助言したり、読み手に伝わりやすい文章になるように工夫したりする問題の正答率は約

80％でした。 

一方、委員会に寄せられた要望に対して要旨を適切に捉え、回答案の冒頭に一文を加え

る問題の正答率は 64.4％で、伝えたい事柄が効果的に伝わるように書くことに課題があり

ます。 

 

 

書くこと  問題 ２，４，７ 

75.8 

79.4 

73.2 

87.２ 

72.8 

●中学校国語 Ａ「主として知識に関する問題」の調査結果 

(%) 
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読むこと 問題 ３，５，６ 

資料を作成し

て発表する 

情報を関連さ

せて読む 

文学的な文章

を読む 

津市 71.0  57.8  67.2  

全国 72.2  57.8  67.4  

71.0  

57.8  

67.2  

40.0  

50.0  

60.0  

70.0  

80.0  

90.0  

100.0  
国語Ｂ 

※正答…①が３（形容詞）、 

②が１（名詞） 

津市 三重県 全国 全国との差

全体 9 65.4 64.3 65.8 ▲0.4

学習指導要領の領域等 話すこと・聞くこと 3 71.0 70.6 72.2 ▲1.2

書くこと 3 36.0 34.8 36.7 ▲0.7

読むこと 6 62.5 61.2 62.6 ▲0.1

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 0

評価の観点 国語への関心・意欲・態度 3 36.0 34.8 36.7 ▲0.7

話す・聞く能力 3 71.0 70.6 72.2 ▲1.2

書く能力 3 36.0 34.8 36.7 ▲0.7

読む能力 6 62.5 61.2 62.6 ▲0.1

言語についての知識・理解・技能 0

問題形式 選択式 6 80.0 79.0 80.3 ▲0.3

短答式 0

記述式 3 36.0 34.8 36.7 ▲0.7

分類 区分 設問数
平均正答率(％)

 

説明的な文章から適切な情報を得て、考えをまとめるこ

とができるかどうかをみる問題の正答率は 93.8％の正答

率でした。また、文学的な文章でも、登場人物の描写に注

意して読み、内容を理解することができているかどうかを

みる問題の正答率は、約 90％でした。文章から適切な情

報を得て考えをまとめることや、登場人物の心情や行動に

注意して読んだり、登場人物の言動の意味を考えたりして

内容を理解することができていると考えられます。 

一方、言葉の意味を整理した表にあてはまる言葉として

適切なものを選択するという問題の正答率は、71.7％であ

り、目的に応じて要旨を捉えることに課題があります。 

 

 

漢字の読み書きでは、「読み」が 88.1％、「書き」が 75.7％

の正答率でした。文脈に即して漢字を正しく読むことがで

きていると考えられます。単語の品詞として 適切なもの

を選ぶ問題は、50.2％の正答率であり、単語の類別につ

いて理解することに課題があります。 

 

 

 

 大問ごとの調査結果については、「 資料

を作成して発表する」が 71.0％、「 情報を

関連させて読む」は 57.8％、「 文学的な文

章を読む」は 67.2％の正答率でした。 

 

 

 

●中学校国語 Ｂ「主として活用に関する問題」の調査結果 

伝統的な言語文化や国語の特質に関する事項 問題 ９ 

【課題となっている問題】 

(%) 
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【課題となっている問題】  

スピーチする場面で、フリップを作成す

る際に取り入れたポイントとして適切なも

のを選ぶ問題は、86.8％の正答率でした。

効果的に話すための資料作りの工夫につい

て理解できていると考えられます。 

一方、聞き手の興味を引き出すために実

際に演奏するタイミングを選択し、その理

由をノートの内容と結び付けて書く問題は、

56.4％の正答率でした。資料の提示の仕方

を工夫し、その方法を説明することに課題

があります。 

 

 

 ウェブページの文章の内容について述べ

た文の空欄に当てはまる言葉として適切な

ものを選ぶ問題の正答率は 82.7％でした。 

一方、資料を参考にして 2020 年の日本

の社会を予想し、その社会にどのように関

わっていきたいか、自分の考えを書く問題

の正答率は、23.2％でした。多様な情報に

触れながら問題意識を持ち新たな発想を

得ること、特に、社会にどのように関わ

っていきたいかについて、自分の考えを

書くことに課題があります。 

※正答例は、紙面の関係で省略します。 

 

                                                                     

小泉八雲が書いた怪談「狢」について、

「お泣きなさるな」という翻訳の効果と

して適切なものを選ぶ問題の正答率は

89.1％でした。表現の工夫や効果について

理解できています。 

一方、最後の一文があった方がよいか、

ない方がよいかについて、話の展開を取

り上げて自分の考えを書く問題は、28.4％

の正答率でした。文章や資料から必要な

情報を取り出し、伝えたい事柄や根拠を

明確にして自分の考えを書くことに課題

があります。 

資料を作成して発表する 問題 １ 

情報を関連させて読む 問題 ２ 

文学的な文章を読む 問題 ３ 
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国語Ａ 国語Ｂ 

ア 当てはまる(7%) イ どちらかといえば当てはまる

(25%) ウ どちらかといえば当てはまらない (43%) 

エ 当てはまらない(25%) 

 

 

 

 「文章を読むとき、段落や話のまとまりご

とに内容を理解しながら読んでいる」、「目

的に応じて資料を読み、自分の考えを話し

たり、書いたりしている」、「自分の考えを

書くとき、考えの理由が分かるように気を

つけて書いている」と答えた生徒ほど正答

率が高く、事実や意見が相手に効果的に伝

わるように自分の考えを記述する力が定着

しています。  

しかし、約 60％の生徒が、文章の要点や

考えをまとめたりする力の定着に課題があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

➣単語の類別における指導の工夫 

単語を正しく類別するには、単に文法的な知識として学習するだけではなく、具体的

な文章を通して考えるように指導することが大切です。例えば、伝えたい内容を明確に

するためにはどのような語順にすればよいのかなどについて検討させるとともに、それ

ぞれの単語が文の中でどのような働きをしているかを考えさせることが重要です。また、

そのことが目的や意図に応じた文章を書くことにつながることを意識させる必要があり

ます。さらに、各領域の学習の中で単語の類別について意図的に取り上げて、知識の定

着を図ることも大切です。 

 

 

➣多様な情報に触れながら、自分の考えをもつ 

多様な情報に触れながら問題意識をもったり新たな発想を得たりするためには、複数

の本や資料から得た情報を自分と結び付けて考えることが重要です。その際、それぞれ

の資料に書かれていることを正確に理解した上で、感じたことや考えたことを他の人に

話したり、文章に書いたりして、新たな気づきや問題意識を明らかにすることが大切で

す。また、自分の考えを深めたり広げたりするためには、学校図書館やインターネット

などを利用し、主体的に情報を探すことも必要です。多様な情報を関連付けて読むこと

の指導にあたっては、新聞なども有効な教材となります。 

●中学校国語 「生徒質問紙」から見える国語の学習について 

 文章を読むとき、段落や話のまとまりごとに内

容を理解しながら読んでいる 

分かるように気をつけて書いている 

●中学校国語 学習指導改善のポイント 

主に知識に関する調査結果から 

主に活用に関する調査結果から 

平均正答率(%) 
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【 課題となっている問題 】 

津市 三重県 全国 全国との差

全体 36 64.5 64.3 64.4 0.1

学習指導要領の領域 数と式 12 68.6 67.4 67.7 0.9

図形 12 63.1 63.3 63.4 ▲0.3

関数 8 61.9 62.3 61.7 0.2

資料の活用 4 61.5 62.6 63.0 ▲1.5

評価の観点 数学への関心・意欲・態度 0

数学的な見方や考え方 0

数学的な技能 17 65.8 64.9 65.0 0.8

数量や図形などについての知識・理解 19 63.3 63.8 63.9 ▲0.6

問題形式 選択式 19 64.8 64.6 64.6 0.2

短答式 17 64.2 64.0 64.2 0

記述式 0

分類 区分 設問数
平均正答率(％)

64.5  
68.6  63.1  

61.9  61.5  

30.0  

40.0  

50.0  

60.0  

70.0  

80.0  

90.0  

100.0  

全体 数と式 図形 関数 資料の活用 

津市 全国 

※正答…ウ 

※多かった誤答…イ（約 28％） 

 

 

領域ごとの調査結果については、「数と式」が 68.6％、「図形」が 63.1％、「関数」が 61.9％、

「資料の活用」が 61.5％の正答率でした。 

 

等しい比を選ぶ問題や加減乗除を含

む正の数と負の数の計算の正答率は、

それぞれ 84％を上回りました。また、

一次式の減法の計算や一次方程式を

解く場面における等式の性質の用い

方の問題の正答率は、それぞれ 81％

を上回りました。小数を含む一次方程

式を解く問題では、昨年度の同様の問

題と比べ16ポイント上回る結果でした。

このことから、比や正の数と負の数、文字式、方程式などでの計算能力の定着が見られます。 

しかし、数量の関係を文字式に表す問題の正答率は、22.6％、文字を用いた式で数量関

係を説明するための構想の理解を問う問題の正答率は 55.2％でした。また、具対的な事象

の数量関係を捉え、連立二元一次方程式を作ったり、その方程式を解く問題の正答率は、

それぞれ 57％を下回りました。これらの結果から、事柄や数量の関係を捉え、その関係を

文字式に表したり、方程式を作ったりすることに課題があります。 

 

 

  

直角三角形の斜辺を軸

として回転させてできる

立体を選ぶ問題や与えら

れた投影図から、その立体

を選ぶ問題の正答率は、そ

れぞれ 83％を上回りまし

た。 

また、同位角の位置にあ

●中学校数学 Ａ「主として知識に関する問題」の調査結果 

数と式 問題 １，２，３ 

図形 問題 ４，５，６， 

７，８ 

(%) 
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津市 三重県 全国 全国との差

全体 15 41.3 40.6 41.6 ▲0.3

学習指導要領の領域 数と式 4 63.2 61.6 63.2 0

図形 4 39.7 38.6 39.0 0.7

関数 5 29.8 30.1 30.7 ▲0.9

資料の活用 2 29.4 29.2 31.2 ▲1.8

評価の観点 数学への関心・意欲・態度 0 0

数学的な見方や考え方 13 42.5 41.8 42.8 ▲0.3

数学的な技能 2 33.7 33.0 34.2 ▲0.5

数量や図形などについての知識・理解 0 0

問題形式 選択式 4 47.4 47.0 47.9 ▲0.5

短答式 4 46.9 46.0 47.4 ▲0.5

記述式 7 34.6 34.0 34.8 ▲0.2

分類 区分 設問数
平均正答率(％)

る角について正しい記述を選ぶ問題の正答率は、81.9％でした。このことから、平面図形

の運動による空間図形の構成の理解や与えられた投影図からの空間図形の読み取りの力の

定着が見られます。しかし、垂線の作図で図形の対称性の性質を選んだり、平行移動した

図形をかくという問題の正答率は、それぞれ 58％を下回りました。 

また、直方体で、与えられた辺に垂直な面をかく問題の正答率は、43.7％、与えられた

式で体積が求められる立体を選ぶ問題の正答率は、54.2％でした。対頂角は等しいことの

証明について正しい記述を選ぶ問題では、23.3％の正答率でした。 

これらの結果から、垂線の作図が図形の対称性を基に行われていることの理解、きまり

にしたがって平行移動した図形をかくことや空間における直線と平面の垂直についての理

解に課題があります。また、柱体と錐体の体積の求め方、平行四辺形になるための条件の

理解、証明の必要性と意味の理解に課題があります。 

 

 

y が x の関数でない事象を選ぶ問題や時間と道のりの関係を表すグラフから、与えられ

た時間における道のりを求める問題の正答率は、それぞれ 80％を上回りました。このこと

から、関数の意味を理解する力の定着が見られます。 

しかし、比例のグラフから、x の変域に対応する y の変域を求める問題の正答率は、48.2％、

時間と道のりの関係を表すグラフから、速さが最も速い区間を選ぶ問題の正答率は、49.2％、

二元一次方程式の解を座標とする点の集合として正しいものを選ぶ問題は、36.9％の正答

率でした。 

これらの結果から、グラフを用いて変域を視覚的に捉え、変域を求めることや時間と道

のりの関係を表すグラフで、グラフの傾きが速さを表すということの理解に課題がありま

す。また、二元一次方程式の解を座標とする点の集合は、直線として表されるということ

の理解においても課題があります。 

 

 

反復横とびの記録の中央値を求める問題では、40.7％の正答率でした。また、さいころ

を投げるときの確率について正しい記述を選ぶ問題では、56.2％の正答率でした。 

これらの結果から、代表値の必要性や意味を理解して、代表値を求めるということや多

数回の試行の結果から得られる確率の意味を理解することに課題があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●中学校数学 Ｂ「主として知識に関する問題」の調査結果 

関数 問題 ９，10，11，12，13 

資料の活用 問題 14，15 

21 



事象の数学

的な表現と

解釈 

構想を立て

て説明し，

発展的に考

えること 

事象の図形

的な考察と

問題解決の

方法 

証明を振り

返り，発展

的に考える

こと 

情報の適切

な選択と判

断 

関数の視点

からの図形

の考察 

津市 24.8  61.7  32.1  47.3  42.1  37.4  

全国 25.4  61.9  31.9  46.1  43.2  38.7  

24.8  

61.7  

32.1  

47.3  
42.1  

37.4  

20.0  

40.0  

60.0  

80.0  

数学Ｂ 

大問ごとの調査結

果については、「事象

の数学的な表現と解

釈」が 24.8％、「構想

を立てて説明し、発展

的に考えること」が

61.7％、「事象の図形

的な考察と問題解決

の方法」が 32.1％、「証

明を振り返り、発展的

に考えること」が 47.3％、「情報の適切な選択と判断」が 42.1％、「関数の視点からの図形

の考察」が 37.4％の正答率でした。 

 

 

投映距離と投映画面の高さの関係を式で表す問題の正答率が 29.8％、投映画面をスクリ

ーンにできるだけ大きく映し出せる投映距離を選ぶ問題の正答率は 33.3％、映像の明るさ

を２倍にするための投映画面の面積の変え方を選び、その理由を選ぶ問題の正答率は 11.2％

でした。 

これらの結果から、与えられた情報から必要な情報を選択し的確に処理し、その結果を

事象に即して解釈することや、事象を式の意味に即して解釈し、その結果について数学的

な表現を用いて説明することに課題があります。 

 

 

 連続する３つの整数の和が中央の整数の３倍になるかどうかをたしかめる式を書く問題

は、78.3％の正答率でした。また、連続する５つの整数の和について成り立つ事柄を表現

する問題では、63.5％の正答率でした。このことから、成り立ちそうな事柄の予想や確か

めを通して、考察を明確に捉える力や見いだした事柄を数学的に表現する力の定着が見ら

れます。 

しかし、連続する３つの整数の和が中央の整数の３倍になることの説明を完成する問題

では、43.4％の正答率であり、事柄が成り立つ理由を構想を立てて説明することに課題が

あります。  

 

 

ポップアップカードを 90°に開いた時、四角形ＥＦＧＨが正方形になる場合のＥＦの長

さを求める問題では、41.7％の正答率でした。また、四角形ＥＦＧＨがいつでも平行四辺

形になるように点Ｆの位置を決める方法を、図形の性質を用いて説明する問題では、22.4％

の正答率でした。 

これらの結果から、平面図形と空間図形を関連づけて事象を考察し、その特徴を的確に

捉えることや、事象を図形に着目して考察した結果を基に、問題解決の方法を図形の性質

を用いて数学的に説明することに課題があります。 

 

 

事象の図形的な考察と問題解決の方法 問題 ３ 

事象の数学的な表現と解釈 問題 １  

構想を立てて説明し，発展的に考えること  問題 ２ 

(%) 
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【 課題となっている問題 】 

※正答例は、紙面の関係で省略 

します。 

 

                

 正方形ＡＢＣＤを平行四辺形ＡＢＣＤに変えても、ＡＥ＝ＣＦとなることの証明を完成

させる問題では、51.4％の正答率でした。このことから、問題の条件を変えて、発展的に

考える力の定着が見られます。 

しかし、証明で用いた三角形の合同を根拠とし、証明したこと以外に新たにわかること

を選ぶ問題では、43.2％の正答率であり、証明の結果や課程を振り返り、新たな性質を見

いだすことに課題があります。 

 

                         

 落とし物の記名の有る無しによって得点を決め、その得点を集計するとき、表彰する学

級の決め方として正しい記述を選ぶ問題では、67.6％の正答率でした。このことから、事

象を数学的に表現し、その意味を的確に解釈して、判断の根拠に用いる力の定着が見られ

ます。 

      しかし、1 回目の調査での落とし物の合計の

うち、文房具の占める割合を求める式を答える

問題の正答率は、37.6％、２回目の調査の方が

落とし物の状況が良くなったとは言い切れな

い理由をグラフを基に説明する問題の正答率

は、21.2％でした。 

これらの結果から、与えられた情報から必要

な情報を選択し、的確に処理することができる

ということや資料の傾向を的確に捉え、判断の

理由を数学的な表現を用いて説明することに

課題があります。 

 

 

 

中心角の大きさxと半径の長さyの間にある関係について、正しい記述を選ぶ問題では、

45.6％の正答率であり、底面になる円の半径の長さがわかっているとき、表や式から側面

になるおうぎ形の中心角の大きさを求める方法を説明する問題では、29.1％の正答率でした。 

これらの結果から、与えられた式を基に事象における２つの数量の関係が比例であるこ

とを判断することや与えられた表や式を用いて、問題を解決する方法を数学的に説明する

ことに課題があります。 

証明を振り返り，発展的に考えること 問題 ４  

情報の適切な選択と判断 問題 ５  

関数の視点からの図形の考察 問題 ６ 
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0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  100.0  

エ 

ウ 

イ 

ア 

数学Ａ 

数学Ｂ 

ア 当てはまる(33%) イ どちらかといえば当てはま

る(37%) ウ どちらかといえば当てはまらない(22%) 

エ 当てはまらない(8%) 

 

 

 「数学の勉強は好きですか」という質問に

対して、「当てはまる」「どちらかといえば、

当てはまる」と回答した生徒は、59.6％で、

全国平均と比べて 4.0 ポイント上回ってお

り、数学の学習を学ぶ生徒たちの意欲の高

まりが成果として見られます。 

「数学の授業で問題の解き方や考え方が

分かるようにノートに書いていますか」と

いう質問では、「あてはまる」と回答した生

徒は 44.3％で、全国平均と比べて 1.5 ポイ

ント下回り、昨年度と比べても 2.1 ポイン

トの低下が見られます。このことから、理由や根拠の説明や証明といった記述式の設問に

対する弱さが見られます。 

 

 

 

 

➣帰納と演繹の違いを理解し、証明の必要性と意味についての理解を深められるように

する 

「数と式」の証明の必要性と意味を答える問題では、対頂角の性質や三角形の内角の

和、平行四辺形の性質などの学習において、帰納的な方法による説明と比較しながら、

演繹的な推論による説明の役割を理解する場面を設定し、証明の必要性と意味について

の理解を深めることが大切です。 

具体的な指導に当たっては、いくつかの図について帰納的に「対頂角は等しい」こと

を確かめても、その事柄が成り立つことの信頼性は高まるが、すべてを調べ尽くすこと

はできないことから、演繹的な推論による説明が必要であることを理解できるように指

導する必要があります。 

 

 

➣資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明できるようにする 

  ヒストグラムや代表値を用いて資料の傾向を捉え説明する場面を設定し、判断の理由

を数学的な表現を用いて説明できるようにすることが大切です。 

具体的な指導に当たっては、グラフの分布の中に極端に離れた値があることから、平

均値だけで判断するのではなく、グラフで分布の特徴を視覚的に捉えたり、他の代表値

を求めたりして、資料の傾向を捉えることができるよう指導します。１回目の調査結果

と２回目の調査結果を比べる際には、グラフにおいて、最大値、最小値、中央値、最頻

値、平均値が含まれる階級に着目したり、落とし物が 24 個以上の学級数や 12 個以下の

学級数の違いを比較したりする場面を設定します。そして、２回目の調査結果が１回目

の調査結果より必ずしもよくなったとは言い切れない理由として、「最大値が含まれる階

級の度数が増えていること」や「２回目の調査で落とし物の少なかった１学級を除くと

グラフの形がほとんど変わっていないこと」などを指摘できるよう指導する必要があり

ます。 

●中学校数学 学習指導改善のポイント 

主に知識に関する調査結果から 

主に活用に関する調査結果から 

●中学校数学 「生徒質問紙」から見える数学の学習について 

公式や決まりを習うとき、そのわけ
を理解するようにしています 

平均正答率(%) 
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津市 三重県 全国 全国との差

25 53.2 51.9 53.0 0.2

主として「知識」に関する問題 7 64.2 62.4 63.8 0.4

主として「活用」に関する問題 18 48.9 47.9 48.8 0.1

物理的領域 7 49.6 48.4 48.9 0.7

化学的領域 7 57.9 55.8 56.2 1.7

生物的領域 6 60.8 59.6 62.2 ▲1.4

地学的領域 6 45.6 45.1 46.4 ▲0.8

自然事象への関心・意欲・態度 0 0

科学的な思考・表現 18 48.9 47.9 48.8 0.1

観察・実験の技能 2 49.4 47.0 46.8 2.6

自然事象についての知識・理解 5 70.1 68.5 70.6 ▲0.5

選択式 16 53.4 52.1 53.1 0.3

短答式 4 61.3 59.8 61.6 ▲0.3

記述式 5 46.0 45.0 45.8 0.2

分類 設問数
平均正答率(％)

区分

全体

問題形式

評価の観点

学習指導要領の分野等

第１分野

第２分野

枠組み

化化学学的的領領域域  問題 １ 

53.2  
49.6  

57.9  
60.8  

45.6  

30.0  

40.0  

50.0  

60.0  

70.0  

80.0  

全体 物理 化学 生物 地学 

津市 全国 

● 

 領域ごとの調査結果については、平均正答

率の高い順に「生物的領域」が 60.8％、「化

学的領域」が 57.9％の正答率であったのに対

して、「物理的領域」が 49.6％、「地学的領域」

が 45.6％でした。 

 
 

塩化ナトリウムの化学式を選ぶ問題は、

81.9％の正答率であり、化学式の表し方につ

いての理解の定着がみられました。 

しかし、同じ量の水に同じ量の炭酸水素ナトリウムと硫酸ナトリウムをそれぞれ加えた

とき、どちらが炭酸水素ナトリウムであるかを選ぶ問題の正答率は、32.0％であり、炭酸

水素ナトリウムと硫酸ナトリウムを水に溶かしたときの溶け残りの質量を溶解度に結び付

け、分析して解釈し、物質を特定することに課題があります。 
 
 

湿った空気が斜面に沿って上昇してできる雲について、その成因を説明した他者の考え

を検討して、誤っているところを改善する問題の正答率は、13.5％であり、雲の成因に関

する知識を活用して、資料を基に他者の考察を検討して改善し、水の状態変化と関連付け

て雲の成因を正しく説明することに課題があります。 

また、13 時から 16 時の四つの気象観測の記録から、最も高い湿度を選ぶ問題の正答率

は、34.9％であり、露点を測定する場面において、気温による飽和水蒸気量の変化が、湿

度の変化に関わりがあるという知識を活用して、最も高い湿度の時刻を指摘することに課

題があります。上空と地上の気温差による降水量の違いを調べる装置として適切なものを

選ぶ問題の正答率は、38.5％であり、一定の時間に多くの雨が降る現象は、「上空と地上の

気温差」が関係しているという予想を検証するために、異なる４つの方法を比較し、原因

を探る実験を計画することに課題があります。 

●中学校理科 知識及び活用に関する問題の調査結果 

地地学学的的領領域域  問題 ２，３ 

(%) 
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0.0  20.0  40.0  60.0  80.0  
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イ 

ア 

観察や実験の結果から、どのような 

ことがわかったのかを考える 

※正答例…エ（水蒸気が冷やされて水滴（氷の粒） 

になり、雲ができる。） 

ア 当てはまる(29%) イ どちらかといえば当てはま

る(39%) ウ どちらかといえば当てはまらない(24%) 

エ 当てはまらない(8%) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実験の結果から、凸レンズによる実像ができるときの、像の位置や大きさについて適切
な説明を選ぶ問題の正答率は、43.1％であり、凸レンズによってできる像を調べる実験の
結果を分析して解釈し、凸レンズとスクリーンの距離、像の大きさの規則性を見いだすこ
とに課題があります。 

また、音の波形を比較し、音の高さが高くなった根拠として正しいものを選ぶ問題の正
答率は、41.6％であり、コップに水を注ぐときに音の高さが高くなるという日常生活の場

面において、音の高さは振動数に関係するという知識の定着と活用に課題があります。音
の高さは、空気の部分の長さに関係しているという仮説が正しい場合に得られる結果を予
想して選ぶ問題の正答率は、29.2％であり、コップに水を注ぐときの音の高さを決める要
因が、「空気の部分の長さ」か「水の部分の長さ」かを確かめる実験を、結果を予想して計
画することに課題があります。 

                                                                               

                 
課題に対して適切な（課題に正対した）考察になるように修正する問題の正答率は、

44.5％であり、フナ、ナマズとハゼのえらぶたの開閉回数の実験の結果を比較して考察す
る際に、課題に正対した考察をすることに課題があります。 
 

 

 

「観察や実験の結果から、どのようなことが

分かったのかを考える」、「自分の予想をもと

に観察や実験の計画を立てる」、「観察や実験

の進め方が間違っていないかを振り返る」生

徒ほど正答率が高くなっています。 

しかし、30％の生徒が観察や実験に対し

て「見通し」や「振り返る」活動が不十分で

あり、平均正答率も 50％を下回っています。 

理科に興味関心を高め、科学的な思考力

●中学校理科 「生徒質問紙」から見える理科の学習について 

物物理理的的領領域域  問題 ４，５，６ 

生生物物的的領領域域  問題 ７，８  

【 課題となっている問題 】 

平均正答率(%) 
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を身に付けるためには、様々な現象に仮説を立て、観察や実験を行い、その結果をもとに

事実の根拠をまとめたり、仮説を検証していくといった一連の学習活動を充実させていく

必要があります。 

 

 

 

 

 

 

➣考察などを検討して改善する際は、多面的、総合的に思考できるようにする 

「地学的領域」の気象とその変化、天気の変化に関する問題では、考察などを検討し

て改善する際は、多面的、総合的に思考できるように指導の充実を図ります。 

 指導に当たっては、天気図や地形の断面図、気温や湿度などの複数の資料を使って、

島の上空だけに雲ができる理由を多面的・総合的に考察する学習場面が考えられます。

その際、状態変化の概念が形成できていない生徒がいると考えられるので、水の状態変

化や大気圧など関連する知識を整理しておくことが大切です。 

 

➣観察・実験の結果を分析し、解釈できるようにする 

科学的な思考力や表現力を育成する上で、観察・実験の結果を分析して解釈できるよ

うにすることは大切です。 

具体的には、溶解度に関する観察・実験の結果をもとに、溶け残りの質量を溶解度の

大きさと比較したり関係づけたりする視点を持って、分析して解釈する学習場面を設定

する必要があります。 

 

➣仮説を設定し、検証する実験を計画すること 

 自然の事物・現象の原因として考えられる複数の要因をもとに、知識や概念を活用し

仮説を立て、それらを検証するために実験を計画する学習場面を設定することが必要で

す。例えば、試験管の口の部分に息を吹きいれることで音が出る試験管笛を作り、「音の

高さ」が変化する要因を検証する実験が考えられます。 

その際、音の高さが変化することと関係しているのは「空気の部分の長さ」が関係し

ているか「水の部分の長さ」が関係しているか二つの仮説が考えられるように、仮説を

立てて実験により検証するよう指導する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

●中学校理科 学習指導改善のポイント 

知識に関する調査と活用に関する調査結果から 
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家で学校の授業の復習をしている 

小学校 中学校 

84.2 

96.7 

64.7 

94.2 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

津市 三重県 全国 最上位県 

学習のめあてと振り返りをノートに 

書いている 

小学校 中学校 

68.3 

79.0 

62.9 

77.1 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

津市 三重県 全国 最上位県 

話し合い活動を通じて考えを深めたり、

広げたりできる 

小学校 中学校 

 

 

 

○「授業のはじめに目標（めあて、ねらい）

が示されていた」と回答した児童や、「授業

の最後に学習内容を振り返る活動がよく行

われていた」、「授業で扱うノートには、学

習の目標（めあて、ねらい）とまとめを書い

ていた」と回答した児童は、全ての教科で平

均正答率が高い傾向が見られます。 

○「学級やグループでの話し合いなどの活動

で、自分の考えを深めたり、広げたりするこ

とができている」と回答した学校の方が、全

ての教科で平均正答率が高い傾向が見られ

ます。 

○中学校では、「前学年までに受けた授業で

は、学級やグループの中で自分たちで課題を

立てて、その解決に向けて情報を集め、話し

合いながら整理して、発表するなどの学習活

動に取り組んでいた」と回答した生徒の割合

は、平均正答率が最も高かった県よりも高く 

なっています。 

 

○小中学校とも家庭における学習時間が全

国と比べ短い傾向にあり、平均正答率が最も

高かった県と比べると 10 ポイント程度の差

があります。 

○「家で、学校の授業の復習をしている」と

回答した児童生徒は、全ての教科で平均正答

率が高い傾向にあり、平均正答率が最も高か

った県と比べると、特に小学校において差が

大きくなっています。 

○平均正答率が最も高かった県では、「家で、

自分で計画を立てて勉強している」、「家で、

学校の授業の予習をしている」、「家で、学

校の授業の復習をしている」と回答した児童

生徒の割合が高くなっています。 

４ 児童生徒質問紙調査結果について 

家庭学習について 

授業等について 

(%) 

(%) 

(%) 

(%) 
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74.9 
80.8 

65.7 66.0 

50 

60 

70 

80 

90 

100 

津市 三重県 全国 最上位県 

読書は好きですか 

小学校 中学校 

6.5 3.4 

21.6 

10.9 

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 
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平日に携帯電話・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝを３時間以上

使用する 小学校 中学校 

50 60 70 80 90 100 

人の気持ちが分かる人間に

なりたいと思いますか 

いじめは，どんな理由が

あってもいけないことだと

思いますか 

人の役に立つ人間になりた

いと思いますか 

規範意識について 
小学校 中学校 

○平日にテレビ、ビデオ・ＤＶＤ、テレビゲ

ームの視聴等や、携帯電話やスマートフォン

での通話やメールの使用が全国と比べ長時間

の傾向にあり、使用時間が短い児童、生徒ほ

ど、全ての教科で平均正答率が高い傾向にあ

ります。 

○平均正答率が最も高かった県では、「読書

は好き」と回答した児童の割合が高くなって

います。 

○「新聞を読んでいる」と回答した児童生徒

は、全ての教科で平均正答率が高い傾向にあ

ります。 

○平均正答率が最も高かった県と比べると、

津市においては、決まった時間に就寝してい

る児童生徒の割合が低い傾向にあります。 

○平均正答率が最も高かった県では、「今、

住んでいる地域の行事に参加している」と回

答した児童の割合が高くなっています。 

 

 

○「人の気持ちが分かる人間になりたい」、

「いじめは、どんな理由があってもいけない

ことだと思う」、「人の役に立つ人間になり

たいと思う」などの規範意識に関わる項目で

は、肯定的な回答をした児童生徒の割合が全

国と比べ高い傾向にあります。 

○平均正答率が最も高かった県では、「難し

いことでも、失敗を恐れないで挑戦している」、

「将来の夢や目標を持っている」と回答した

児童生徒の割合が高い傾向にあります。 

    

 

□子どもたちが目標（めあて、ねらい）の提示や授業の最後に学習内容を振り返る活動の

実施を意識できるよう工夫し、授業の見通しを立てて主体的に取り組むことができるよ

うな授業づくりを行う必要があります。 

□学習意欲の向上のため、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表す

るなどの問題解決的な学習活動を充実させることが必要です。 

□子どもたちの家庭学習の充実に向け、主体的に学校の授業の復習や予習をするための手

立てについて学校全体で話し合い、家庭学習の進め方を示すなど家庭と連携した取組が

有効です。 

□子どもたちの学力に向けた基盤づくりとして、朝食の摂取、決まった時間に起床・就寝

しているなど、基本的生活習慣を身に付ける必要があります。 

基本的生活習慣について 

規範意識について 

総論 

(%) 

(%) 

(%) 
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【「めあて」提示と「振り返る」活動】  

授業の最初に「めあて」を示す活動を

取り入れた学校の割合は、小学校では昨

年度より 1.9 ポイント上昇していますが、

中学校では 4.5 ポイント減少しています。 

また、授業の最後に学習したことを「振

り返る」活動について、小学校では、あ

まり変化は見られませんが、中学校では

4.6 ポイント減少しています。 

 児童生徒質問紙の「学習のめあてをノ

ートに書いていますか」では、小学校で

は 84.2％、中学校では 64.7％となってい

ます。また、「授業の最後に学習内容を振

り返る活動をよく行いましたか」につい

ては、小学校では 72.9％で中学校では

57％となっています。 

 「分かった」「できた」を実感させる授

業を行うには、1 時間の授業の「ねらい」

に則して、児童生徒が自らの学習を振り

返ることができるよう、常にめあてを再

認識させたり、キーワードを提示したり

するなどの手立てを講じる必要がありま

す。 

 

【言語活動を位置づける】 

 各教科で言語活動を適切に位置づける

活動についての学校の割合は、小中学校

とも上昇しています。また、自分で調べ

たことをわかりやすく文章に書かせる活

動については、昨年度課題と見られた中

学校においては、改善傾向にあります。 

 児童生徒質問紙の「授業などで自分の

考えを他の人に説明したり、文章に書い

たりすることは難しいと思いますか」で

は、小学校で 56％、中学校で 67.8％と過

半数の児童生徒が苦手意識を感じている

傾向があります。 

表現力を高めるには、各教科等の特有

５ 学校質問紙調査結果について 

指指導導方方法法にに関関すするる内内容容 

(%) 

(%) 

(%) 

(%) 
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の用語の確実な定着を図ったり、文章や

図などの資料、数式などを含む広い意味

での言語を豊かにする教材を取り上げる

とともに、教育全体を通して読書活動を

推進する必要があります。 

 

【発展的な学習の指導】 

 小学校における発展的な学習の指導を

行っている学校の割合は、国語及び算数

とも上昇しており、特に算数ではすべて

の学校が実施しています。 

中学校では、数学では昨年度より上昇

しているものの、国語では減少傾向にあ

り、平成 27 年度では 47.2％でした。 

 児童生徒質問紙の「算数・数学の授業

で学習したことを普段の生活の中で活用

できないか考えますか」では、小学校で

66.5％、中学校で 40.5％を示しています。

「理科の授業で学習したことを普段の生

活の中で活用できないか考えますか」で

は、小学校で 66.2％、中学校で 47.7％と

なっています。 

 学習した知識や技能を日常生活にあて

はめ、それらを活用できるだけの学力を

高めるには、単元を貫く目標を踏まえ、

発展的な学習を意図的に設定していく必

要があります。 

 

【理科教育に関する内容】 

 「観察や実験を１クラスあたりどの程

度の実験を行いますか」では、週に１回

以上実施している学校の割合は、小学校

で 37.7％、中学校で 58.5％となっていま

す。また、平成２４年度と比べ、小学校

では 0.5 ポイント減少しており、中学校

では 4.5 ポイント上昇しているものの、

小中学校とも全国平均と比較して観察や

実験を行う割合が少ないことから、科学

的な体験や自然体験から学び、日常生活

と関連づけて科学的に考察する機会を増

(%) 

(%) 

(%) 

(%) 

27.3 
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やしていく必要があります。 

 また、「実生活における事象との関連を

図った授業を行いましたか」では、小学校

で 77.4％、中学校で 81.8％と全国平均よ

り下回っています。また、児童生徒が「自

ら考えた仮説をもとに観察や実験の計画

を立てさせる指導を行いましたか」におい

ても、小学校は全国より 2.4 ポイント低く、

中学校においては、14.9 ポイント低い結

果となっています。 

児童生徒の科学的思考力を高めるには、

児童生徒が自然の事物・事象に対する興味

や関心を高める学習内容の設定や身の回

りにある現象から問題を見出し、予想や仮

説、実験方法（課題解決方法）について話

し合うなどの言語活動を設定する必要が

あります。今後は、各学校で観察や実験を

重視し、観察結果や実験データなどの事実  

を根拠に考えたり、予想や仮説を検証した 

りする活動をより一層充実させていく必 

要があります。 

 

【家庭学習についての取組】 

 学習課題について評価・指導を行った学

校の割合は、小中学校とも 90％以上を占

めており、国語においては昨年度と変わら

ず、算数・数学においては上昇しています。 

また、家庭学習の与え方について教職員

で共通理解を図った学校の割合は、小学校

では、本年度は 86.8％と上昇しているも

のの、中学校では、63.6％と減少傾向にあ

ります。 

さらに、家庭学習の内容について、「調

べた内容を文章に書いたりする宿題」を与

えた学校の割合は、平成 25 度と比較して

小学校では、10.9 ポイント、中学校では

35.3 ポイント上昇しています。児童生徒

質問紙の「家で学校の宿題をしていますか」

では、小学校で 97.4％、中学校で 92.4％

と児童生徒の割合も学校質問紙と同様の

家家庭庭学学習習にに関関すするる内内容容 

(%) 

(%) 

(%) 

(%) 
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中学校 

小学校 

学力向上に向けた研修について 
模擬授業や事例研究など，実践的な研修を行っていますか 

テーマを決め講師を招聘するなどの校内研修を行っていますか 

割合を示しています。 

しかし、自主学習として「家で、学校

の復習をしていますか」では、小学校で

48.5％、中学校で 46.1％と、平均正答率

の最上位県と比較すると、20 ポイントほ

ど低い状況です。また、「家で学校の予習

をしていますか」の質問では、小学校で

42.9％、中学校で 42.4％と、予習におい

ても最上位県との差は 10ポイントほど低

い状況にあります。 

 学校が保護者に対して「児童生徒の家

庭学習を促すような働きかけを行ったか」

については、小学校では 90.6％の学校が

実施してますが、中学校では 72.7％と小

学校より低い状況にあります。 

授業で学習した内容は、家庭で復習し

たり、反復練習を繰り返したりすること

で知識や技能が定着します。また、授業

で学ぶことを前もって知っておくことで

学習理解が高まります。このことを踏ま

え、家庭学習習慣の確立に向け、学校全体での共通理解はもちろんのこと、学校と家庭の

連携をさらに強化していく必要があります。 

 

【校内研修についての取組】 

 校内研修に関する内容で、「模擬授業

や授業研究などの実践的な研修を行っ

ているか」では、小学校で 98%、中学

校で 86％です。その際、専門的な講師

を招聘するなどの研修の実施は、小学

校で 98％、中学校 91％となっており、

各学校がテーマを決めて授業改善の取

組を行っています。 

 指導計画の作成については、「言語活

動に重点を置いた指導計画の作成」で

は、小学校で 87.0％、中学校で 90.9％

の割合となっており、「知識・技能の活

用に重点を置いた指導計画の作成」は、

小学校で 79.0％、中学校で 72.7％が昨

年度の学力調査結果に基づき、「活用に

関する問題」に焦点を当てた授業改善

の取組が進められています。また、「校長が校内の授業を週に 2 回以上見回る」については、小

中学校とも 90%以上の学校が実施しており、平成 26 年度より 10 ポイント上昇しています。 

(%) 

(%) 

(%) 

(%) 

98 

98 

86 
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津津市市教教育育委委員員会会ににおおけけるる取取組組 

 

 

平成２７年度全国学力・学習状況調査結果から、本市の子どもたちにおいては、基礎的・
基本的な知識や技能は概ね身に付いており、思考力・判断力・表現力といった活用する力
についても一定の改善が図られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、家庭学習の取組や携帯電話・スマートフォンの使用時間等、学習習慣・生活習慣
における課題については、改善されていないものもあります。 

 これらのことを踏まえ、以下のことについて重点的に取組を進めます。 

 

 

１ 指導主事の学校訪問等による授業改善に向けた指導力向上への支援 
⑴ 「読解力」を高める指導の推進【※今後、特に強化したい項目】 

上記にある課題解決に向け、「文章や資料から情報を的確に読み取り、複数の資料

を関連付けて考察する力」、「事柄が成り立つ理由を示された条件に基づいて説明でき
る力」等の育成に向け、授業改善方策の提示や校内研修に関する指導・助言を行い、
教員の指導力向上を図ります。 

⑵ 「見通す・振り返る」学習活動のさらなる推進 
児童生徒が「めあて」を持ち、学習の見通しを立てたり、学習したことを振り返っ

たりする活動を計画的に取り入れ、学習内容の定着が図られるよう指導・支援します。 
⑶ 思考力・判断力・表現力の育成に向けた言語活動の充実 

今、求められる「課題発見・解決能力」「論理的思考力」「コミュニケーション能力」
などの育成のため、知的活動（論理や思考）やコミュニケーション、感性・情緒の基
盤といった言語の役割を踏まえ、言語活動の充実が図られるよう指導・支援します。 

２ 学力向上に向けた小中一貫教育の推進 

各小中学校が、児童生徒理解や授業の構想・展開、評価の仕方など指導方法の共有
化を図り、発達段階に応じた指導が効果的に展開できるよう小中一貫教育を推進します。 

３ 家庭における生活習慣や学習習慣の見直しを図る取組の推進 
充実した学校生活を送り、主体的に学習に向かう意欲は、家庭での生活習慣と密接

な関係があります。そのため、規則正しい生活習慣や家庭学習の習慣を身に付けられ
るよう「読書ファイル」の活用方法の提示や「家庭学習の手引き」の改訂など、保護
者啓発等、中長期的に取り組みます。 

４ 授業改善に向けた研修会の開催 
⑴ 調査結果を効果的に活用するための研修会の開催 

全国学力学習状況・調査結果から児童生徒一人一人に応じた学習指導の改善に生 
かすための研修会を開催し、授業改善の検証サイクルの確立に向けた支援を行います。 

⑵ 教育環境の整備と効果的な活用方法の提供 
    児童生徒が学習課題を意欲的、探求的に取り組むことができる「授業づくり」に

向け、ＩＣＴ機器や図書館等の活用方法について研修会を実施します。 

６ 今後の改善方策について 

 
＜国語＞ ■目的に応じて文の一節や語句を適切に引用すること 

■複数の資料から適切な情報を抽出し、自分の考えを具体的に書くこと 

＜算数・数学＞  
■示された情報から基準量と比較量、割合の関係を正しく捉え、基準量を 

正しく求めること 

■資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現で説明すること 

＜理科＞ ■変化の様子を分析したり、変化の要因とを関連付けて考えること 
■考察などを検討して改善する際は、多面的、総合的に思考すること 等 

各各教教科科のの主主なな課課題題 
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家家庭庭ににおおけけるる取取組組 

各各学学校校ににおおけけるる取取組組  

１ 調査結果を活用した指導改善の取組 
調査結果を詳細に分析し、学校の課題や児童生徒一人一人の基礎的・基本的な学習

内容の定着状況を学校全体で把握し、課題改善に向けた具体的で実効性のある取組を
展開します。 

２ 授業改善の取組 
⑴ 子どもたちに「わかった」「できた」を実感させる授業改善への取組 

児童生徒が、「学習のめあて」や課題解決の手立てを明確にできる活動や授業で学 
んだ内容を振り返る活動を児童生徒の立場に立った具体的な言葉で提示することに
より、「わかる」授業へと改善を図ります。 

⑵ 「学び」を深めるための取組 
学習過程における思考の道筋や学習を通して獲得した内容を整理して記述させた 

り発表させたりすることにより、「学び」の定着を図ります。 

⑶ 思考力・判断力・表現力を育む授業への取組 
多面的なものの見方や考え方ができるよう、課題解決のために必要な資料の収集や

情報を比較・検討する学習活動の充実を図ります。 
⑷ 学び合いを大切にした授業への取組 

新たな知識や技能の獲得や学習課題の理解の深まりを促進させるために、学習課題
から考えたり感じたりしたことを、言語活動を用いて、児童生徒が互いに評価したり
検討したりするなど、学び合いを重視した授業を展開します。 

３ 学力向上に向けた小中一貫教育の充実 
児童生徒一人一人の個性や能力の伸長を図るために、９年間を見通した系統的・発

展的カリキュラムを作成し、きめ細やかな学習指導と生徒指導を推進します。 

４ 家庭での生活習慣や学習習慣の改善への取組 

⑴ 家庭学習の充実に向けた取組 
    基本的な知識や技能の確実な定着を図るため、「宿題」や自主的な「予習・復習」

及び「読書活動」について、児童生徒の実態に即した提示の仕方や評価・指導のあ
り方について学校全体で統一感を持って取り組みます。 

⑵ 生活習慣の改善を図る取組 
    “見えない学力”と言われる「意欲」、「自己コントロール」、「生活のリズムを整

える」「集中力」等を育むために、学校、家庭、地域が連携を図り、児童生徒の基本
的な生活習慣の改善に向けた取組を充実させます。 

 

 

１ 家庭学習の習慣づくり 

学校では、確かな学力を育むための努力をしていますが、家庭との協力によって、
その成果を何倍にも高めることができます。そのためには、集中できる環境（テレビ
や音楽を消す、携帯電話なども別の部屋に置く 等）を整え、時間を確保するととも
に、子どもの頑張りを認め、励ますなどの取組が大切です。 

２ 規則正しい生活習慣の確立 
児童生徒の学力は、基本的な生活習慣の状況によって大きく影響を受けることから、

「早寝早起きをする」、「朝食をとる」、「計画的に時間を使う」など、基本的な生活習
慣の確立が大切です。 

また、メディアとの接触時間や携帯電話・スマートフォンの適正な使用など、発達
段階に応じた家庭での指導が重要です。 

３ 積極的にコミュニケーションをとる 

挨拶や対話を中心に子どもの内面理解や家族のきずなを強く感じ取ること通して、
自尊感情を育んでいくことが大切です。 
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